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ふ
る
さ
と
の
　
日
向
の
山
の
　
荒
渓
の

流
れ
清
う
し
て
　
鮎
多
く
棲
み
き

牧
水

交
通
ル
ー
ル
守
り
ま
す

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
「
環

と
し
て
、
越
表
小
学
校
で
は
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
児
童
た
ち
は
、
歩
行
や
自
転

車
で
の
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方

な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た

が
、
指
導
員
か
ら
注
意
の
不
足
し
て
い

る
点
や
誤
っ
た
動
作
な
ど
を
指
摘
さ

れ
る
と
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
が
守
れ
る
よ
う

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ム
フ
年
に
入
っ
て
本
町
で
は
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
安
全
運
転
に
心
が
け
ま

し
よ
う
。

　
，
ζ
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回騰輔
　
町
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、

「
東
郷
町
史
」
全
二
巻
（
通
史
編
・
別

編
〔
郷
土
事
典
〕
）
全
2
千
頁
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
東
郷
町
史
」
は
、
町
内
在

住
者
を
中
心
に
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
な
ど
延
二
十
】
人
で
執
筆
さ
れ

て
お
り
、
全
巻
の
特
色
と
し
て
は
、
町

内
十
二
区
全
て
の
町
史
を
漏
れ
な
く
掲

載
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
刊
行
さ
れ
た

ば
か
り
の
「
東
郷
町
史
」
の
概
要
に
つ

い
て
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

．
通
史
編
の
特
色
（
三
編
の
十
二
区

の
概
観
か
ら
考
古
～
現
代
に
い
た
る

町
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
）

【
考
古
分
野
】
最
近
の
発
掘
成
果
か

ら
本
町
の
ル
ー
ツ
を
紹
介
。

【
中
　
　
世
】
熊
野
信
仰
の
影
響
に

つ
い
て
紹
介
。

【
近
　
　
世
】
山
陰
百
姓
一
揆
を
め

ぐ
っ
て
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
と
一

揆
そ
の
も
の
の
事
実
に
つ
い
て
さ
ら

に
詳
し
く
検
証
。
ま
た
、
町
の
象
徴
で

あ
る
冠
岳
と
そ
の
三
岳
に
あ
る
修
験

道
の
研
究
の
必
要
性
な
ど
の
今
後
の

問
題
提
起
も
さ
れ
て
い
る
。

【
近
現
代
】
「
行
政
」
か
ら
「
財
政
」

「
議
会
」
「
選
挙
」
等
の
章
を
独
立
さ

せ
、
紹
介
し
て
い
る
。

「
議
会
」
で
は
明
治
以
降
の
町
村
制

の
主
要
問
題
に
つ
い
て
、
議
会
が
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
を
述
べ

て
い
る
。

「
産
業
」
で
は
農
林
業
に
つ
い
て
特

に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

林
業
に
つ
い
て
は
県
北
山
林
に
特
徴

的
な
門
山
と
そ
の
後
の
消
長
、
山
分

け
以
後
の
個
人
団
体
有
の
林
業
経
営

の
問
題
点
に
ふ
れ
、
今
後
の
林
業
経

営
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
。
農
業
面

で
は
昭
和
四
十
年
～
五
十
年
代
の
国

の
農
政
の
行
き
詰
ま
り
が
本
町
に
も

波
及
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
行
き

詰
ま
り
な
ど
、
苦
悩
す
る
姿
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

写
別
編
（
郷
土
事
典
）

　
構
成
は
、
r
，
年
表
、
2
戦
争
の

つ
め
あ
と
、
3
人
事
、
4
郷
土
の

人
、
5
　
民
俗
、
6
文
化
財
、

7
宗
教
、
8
基
本
資
料
の
紹
介

の
八
二
に
分
け
ら
れ
る
。

’

　
「
年
表
」
で
は
、
通
史
年
表
の
ほ
か

町
の
主
要
出
来
事
で
あ
る
山
陰
組
百

姓
逃
散
一
揆
の
詳
し
い
年
表
、
若
山

牧
水
の
生
涯
の
年
表
、
そ
れ
に
町
内

各
学
校
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
戦
争
の
つ
め
あ
と
」
で
は
、
明
治

～
昭
和
の
戦
没
者
名
簿
を
載
せ
る
と

と
も
に
、
特
に
太
平
洋
戦
争
で
は
、
町

内
各
戸
か
ら
一
人
平
均
で
出
征
し
、

三
戸
に
一
人
が
戦
死
し
て
い
る
と

い
っ
た
統
計
や
戦
争
と
は
縁
の
薄
い

と
思
わ
れ
る
こ
の
山
村
に
と
っ
て
、

こ
の
戦
争
が
如
何
に
過
酷
で
非
常
な

も
の
で
あ
っ
た
か
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。　

「
郷
土
の
人
」
で
は
、
若
山
牧
水
か

ら
高
森
文
夫
（
元
東
郷
町
長
）
に
い
た

る
詩
歌
面
で
の
文
化
の
脈
の
確
か
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
斐
千
代

麿
の
歌
、
「
牧
水
の
村
に
生
ま
れ
て
牧

水
の
門
に
老
い
ゆ
く
君
な
り
吾
な

り
」
な
ど
、
そ
の
文
化
を
物
語
る
詩
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
文
化
財
」
で
は
、
六
観
音
板
絵
を

は
じ
め
い
ま
だ
に
日
の
目
を
見
な
い

多
く
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
る
。

■竃∫き㌧　　　親
ニキ　じ　　　　へ

目1業

東
郷
町
史
の
購
入
方
法

・
町
内
者
（
東
郷
町
民
）

　
一
セ
ッ
ト
で
二
千
円
（
一
世
帯
心
セ
ッ

ト
ま
で
に
限
る
。
た
だ
し
、
ニ
セ
ッ
ト
以

上
購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
ニ
セ
ッ
ト
目

か
ら
三
千
円
に
な
り
ま
す
。
）

▲東郷町史全二巻（通史編・別編「郷土事典」）

・
町
外
者

　
一
セ
ッ
ト
で
五
千
円

※
東
郷
町
史
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
に

な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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宮
崎
ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
（
株
）

稼
働
開
始

4
月
2
6
日
に

竣
　
工
　
式

　　　　　　　　③」獺8こ”り

・脇ご運
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王難鍵

魂灘鞭麹
（山陰字桑木田）

門川　　藤駄
に完成した大断面集成材工▲平成目年3

／男ベー
　’／7

▲工場内の様子▲竣工式の様子

　
第
3
セ
ク
タ
ー
と
し
て
田
野
の
長

迫
団
地
に
建
設
が
進
ん
で
い
た
宮
崎

ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
株
式
会
社
（
代
表
取

締
役
間
瀬
英
男
）
が
平
成
1
1
年
3
月

に
完
成
、
4
月
2
6
日
に
関
係
者
な
ど

1
0
0
名
が
参
加
し
て
竣
工
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
竣
工
式
で
は
間
瀬
英
男
ウ
ッ
ド
テ

ク
ノ
（
株
）
社
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

宮
崎
県
林
務
部
長
の
榊
野
制
夫
氏
が

「
最
新
鋭
の
大
断
面
集
成
材
工
場
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
域
の
振
興

や
今
後
増
大
す
る
県
産
ス
ギ
中
目
材

の
需
要
拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
関
係
市
町
村
長
を
代
表
し

て
本
町
の
小
林
理
教
町
長
も
「
長
年

宮崎ウッドテクノ㈱会社概要

の
願
望
が
よ
う
や
く
実
現
、
こ
れ
に

よ
り
耳
川
林
業
地
域
を
は
じ
め
、
本

県
ス
ギ
資
源
の
消
費
拡
大
と
木
材
産

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
、
完
成
し
た
工
場
は
総
工
費

7
億
5
6
0
0
万
円
（
建
物
及
び
附

属
施
設
3
億
6
4
0
0
万
円
集
成

材
機
械
3
億
9
2
0
0
万
円
）
で
、
今

後
の
主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
木
材

の
大
断
面
集
成
を
行
う
ほ
か
、
建
築

用
木
材
加
工
品
の
製
造
販
売
、
建
築

用
金
物
の
販
売
、
建
築
工
事
の
請
負

等
も
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

触9矧滞日　　i
6，400朋　　　i
代表縣役間瀬期　　i
東鯛大字山陰桑梱14司
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　　　　　　　　　　　　　　　2

雛墨灘識i
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籠随一箇箇轟1
の販売　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　2
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携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
の

通
話
エ
リ
ア
（
区
域
）
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
1
0
年
度
電
気
通
信
格
差
是
正

事
業
で
新
た
に
総
事
業
費
約
1
億
円

を
か
け
て
、
福
瀬
の
広
瀬
地
区
（
町
道

山
ノ
ロ
～
福
瀬
大
橋
線
沿
）
に
移
動

通
信
施
設
用
鉄
塔
を
建
設
し
ま
し

た
。　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
携
帯
電

話
等
使
用
の
で
き
な
か
っ
た
福
瀬
地

区
（
一
部
組
合
除
く
）
で
今
年
4
月
か

ら
新
た
に
携
帯
電
話
等
の
使
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
に
は
N
T
T
ド
コ

モ
、
九
州
セ
ル
ラ
ー
の
2
社
が
事
業

参
入
、
い
ず
れ
か
の
機
種
で
あ
れ
ば

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

究
、

動“
鱒邑㌦・馳．

　宮崎県知事選挙
平成1i年7月18日旧）

　　　　投票

最近の宮崎県知事選挙の投票率
　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
宮
崎
県
知

事
選
挙
が
平
成
1
1
年
7
月
1
日
（
木
）

告
示
の
同
7
月
1
8
日
（
日
）
投
票
で
執

行
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
将
来
に
つ
な
が
る
大
切

な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

執行年 男 女 計

平成7年 74．1％ 77．2％ 75．8％

平成3年 70．5％ 76．2％ 73．5％

昭和62年 75．8％ 79．3％ 77．6％

昭和59年 63．8％ 64．0％ 63．9％

　
な
お
、
宮
崎
県
知
事
選
挙
に
つ
い

て
お
尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（

T
E
L
O
9
8
2
1
6
9
1
3
9
0
0
）▲昨年の参議院議員選挙の様子
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地
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完
成
し
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動
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信
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塔

　
び

う
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二

半
長

靴いり噂な

選
挙
に
ま
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わ
る

寄
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は

贈
ら
奮

求
め
な
い

受
け
取
う
な
い
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夢＝認定農業者×

　　　　　　　　1遡隔’り

ぐ訳業
謬

彦さん

迫）

黒木1

　　（聴

診
鐙
・
疑
潔
。
，

轍纏

○
現
況
と
今
後
の
経
営

誓
、
㌦

｛
ご
ピ
・

　
現
在
は
、
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
と
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
の
複
合
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
作
業
体
系
と
し
て
は
自
分

が
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
を
管
理
し
て
、
両

親
が
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
管
理
し
て
い
ま

す
。　

ま
ず
、
ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い
て
で

す
が
、
3
8
ア
ー
ル
の
耕
作
面
積
に
常

時
1
名
の
雇
用
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
労
働
力
等
省
力
化
を
図

る
た
め
、
器
材
を
導
入
し
た
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
栽
培
管
理
を
行

う
な
ど
近
代
的
な
栽
培
技
術
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
出
荷
方

法
に
つ
い
て
は

契
約
出
荷
体
制

を
導
入
、
規
格
、

特
に
糖
度
で
単

価
が
ラ
ン
ク
分

け
さ
れ
る
の

で
、
品
質
向

上
・
保
持
に
つ

い
て
は
い
つ
も

厳
し
く
管
理

し
、
高
値
で
取

り
引
き
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま

す
。　

今
後
に
つ
い

て
は
、
規
模
を
拡
大
す
る
と
と
も
に

企
業
的
な
手
法
で
経
営
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
も
「
ト

マ
ト
の
味
で
は
誰
に
も
負
け
な
い
」

と
自
信
が
持
て
る
よ
う
な
経
営
者
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
一
人
の
農
業
経
営
者
と
し

て
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
、
ま
た
魅

力
あ
る
仕
事
を
後
継
者
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
楽
し
む
こ
と

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
農
業
を
手
伝
い
し
て
い
た
頃
（
中

学
二
年
生
）
か
ら
、
将
来
は
農
業
を
や

り
た
い
と
夢
を
持
ち
、
高
校
を
卒
業

す
る
と
同
時
に
就
農
し
、
現
在
施
設

園
芸
（
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
）
3
8
ア
ー
ル
を

経
営
し
て
い
る
黒
木
和
彦
さ
ん
で

す
。
父
親
の
福
義
さ
ん
は
昭
和
4
7
年

よ
り
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
東
郷
町
内
で
飼

育
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
導

入
者
で
、
現
在
2
万
5
千
羽
（
7
棟
）

を
夫
婦
二
人
で
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
和
彦
さ
ん
は
、
昭
和
6
3
年
忌
ら
施

設
園
芸
を
始
め
、
現
在
は
常
時
雇
用

1
名
（
多
忙
時
は
臨
時
雇
用
3
名
）
で
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A
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
の
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
栽
培
は
、
糖
度
を
高
め

る
た
め
灌
水
等
を
制
限
す
る
や
り
方

で
、
植
付
時
か
ら
水
分
を
控
え
、
台
風

時
で
も
雨
水
等
が
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
和
彦
さ
ん
も
色
々
工
夫
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
冬
期
の
寒
い
季
節
に
は
加

温
施
設
（
町
の
助
成
事
業
）
で
地
温
を

高
め
、
灌
水
も
温
め
た
水
を
供
給
す

る
こ
と
で
、
ト
マ
ト
の
根
の
発
育
を

促
し
常
に
養
分
を
吸
収
す
る
状
態
を

保
つ
こ
と
に
よ
り
糖
度
を
高
め
る
こ

と
に
心
が
け
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
肥
・
灌
水
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
で
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た

量
が
で
き
る
よ
う
に
省
力
化
に
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
出
荷
も
選
別
せ

ず
、
コ
ン
テ
ナ
出
荷
す
る
た
め
時
間

等
も
余
裕
が
あ
り
、
家
族
（
子
供
）
と

も
楽
し
い
時
間
が
と
れ
る
と
笑
顔
で

楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
和
彦
さ
ん
の
夢
は
、
将
来
は
規
模

拡
大
に
よ
る
企
業
的
な
農
業
経
営
を

図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
世

界
一
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
作
る
こ

と
」
で
あ
る
と
自
信
の
あ
る
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
後
継
者
は
子
供
2
人
（
男
性
）
の
う

ち
小
学
4
年
生
の
二
男
が
、
農
業
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
淡
い

希
望
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
自
分
の
農
業
経
営
に
対
す
る
自

信
と
、
家
族
に
か
け
る
愛
情
が
あ
れ

ば
必
ず
企
業
的
農
業
が
実
現
で
き
る

と
和
彦
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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畜
産
だ
よ
り

　
5
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
〈
雌
の
部
〉

坪羽福

谷
　
　
矢
野
　
清

き
よ
ふ
く
号
　
　
弐
等
賞

坂
　
　
福
永
マ
ス
ミ

か
つ
ふ
く
6
号
　
参
等
賞

瀬
　
　
塩
月
ヨ
シ
子

し
ず
ふ
く
号
　
　
参
等
賞

〈
去
勢
の
部
〉

　坪　田　羽
膳谷馨野鷺坂

号　号　7

団
体
成
績

　
福
永
マ
ス
ミ

7
号
　
　
壱
等
賞

稲
田
継
男

　
　
　
弐
等
賞

海
野
菅
也

　
　
　
弐
等
賞

　
8
位

児
湯
郡
市
共
進
会

　
〈
雌
の
部
〉

　
寺
迫
　
　
黒
木
三
好

　
　
　
ひ
ろ
た
か
号
　
　
弐
等
賞

　
　
　

曖
¢
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　　　　　　　　　ら1②塑8二層’り

「郵に100万円を寄付
㈱易まちのア」レバム笏雛

　福岡県在住の岩田晃佳さん（有限会社岩田屋エージェン
シー代表取締役）からこのほど町に対し100万円の寄付があり

ました。

　岩田さんは、父の義人さん（延岡市在住：同社会長）が中学

生の頃まで小野田地区に住んでいたということで、お世話に

なったふるさとのために役立ててほしいとの思いで寄付されたも

のです。

　この日は義人さんが直接役場を訪れ、町長に寄付金を渡さ
れた後、当時の思い出などを懐かしそうに話しておられました。

　町では寄付金は教育文化の振興に役立てたいと予定してい
ます。

　　　　　　　長寿学園入学式
5月6日㈱

　　長寿学園『山ざくら花学園』の平成11年度～12年度

の園生27人の入学式がこのほど行われました。

　入学式では、学園長の都甲欣一教育長が「健康に留意

し、園生同士で友好を深めながら精力的に多くのことを学

んで下さい」とあいさつをしました。

　このあと、入学生を代表して福二の木村喜一さんが誓

いのことばを述べて入学式を締めくくりました。

　山ざくら花学園では、今後、月2回のペースで学習課程

をこなしていくということです。

　　　　　1万人を越える観光客
　　4／29～5／5　　『物産センター二季彩・牧水公園』

　4月15日のオープン後、初めての大型連休を迎えた物産セ

ンター『詩季彩』には、期間中好天にも恵まれた関係で、約8

千人の観光客が訪れました。

　その中でもふるさと市場、アイスクリーム販売所が好評で、特

にアイスクリームの販売所では長蛇の列ができるほどの盛況ぶ
りでした。

　また、フラワーフェスタのサテライト会場でもあり、つつじの花

が一番の見頃となった牧水公園にも多くの観光客が訪れ、公園

内のあちこちで弁当を広げる家族連れの姿が見られました。

　大型連休期間中の牧水公園の人出は約3千人、物産セン
ター詩季彩と併せ合計1万人を越える人たちが本町を訪れま
した。

ロマ

、　　　　ゴ．『一

　　　　　　　　　　第37回宮崎県

　　　5月9日㈲　　　身体障害者スポーツ大会

　　　身体障害者がスポーツを通じて、機能の回復と体力の維
；持増進を図ることなどを目的とした第37回宮崎県身体障害

　者スポーツ大会が宮崎市木花の総合運動公園陸上競技場な
　どで開催されました。

　　本町からも4人の選手が大会に出場、全員が入賞するという

　すばらしい成績を収めました。

　　結果は次のとおりです。

　　男子ハンドボール投げ（部門別第2組）小林貞義第3位

　　男子ソフトボール投げ（部門別第2組）宮田孝茂第1位

　　女子100m（部門別）　山本登記子　第2位

　　女子立幅跳び（部門別）寺原初子　第1位

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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日本人の挨拶

●
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亀
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　　　　　　　私が最初、日本に来た時、日本人の挨拶はとても面白いなと思うと同時に外国の人々より挨拶が好

　　　　　　きなんだなと思いました。

　このことは悪いことではないと思うのですが、日本人は私が思った以上に挨拶をする機会が多いことに、ちょっ

と驚きました。・

　日本の、挨拶には、三つの種類があると思います。その一つは、日本人がよくする形式的な挨拶です。この挨拶

は、よく会議や行事などが始まる前に行なわれます。こういう挨拶をよく聞く機会がありますが、どうも慣れるこ

とができません。

　ニュージーランドでも挨拶は重要なことですが、日本と比べるととても簡単なものです。

　会議の前などに知り合いの人がいると、言いまわしは違うものの同じような内容の挨拶を繰り返します。こんな

ことでは、挨拶だけで会議の大部分を占めてしまいます。

　そして、二つめの挨拶ですが、教育委員会ではこの挨拶を見る機会がよくあります。新年になると、よくいろい

ろな会社から課長や部長や主任などが来て名刺を渡して挨拶をします。いわゆる挨拶回りなのでしょうが、こうい

う挨拶は相手がいなくても、名刺を机の上に置いて帰ります。私は東郷町にいた八ヶ月間だけで同じ人の名刺を7

枚ももらいました。挨拶したい気持ちは分かりますが、何か名刺も時間ももったいないと思います。ニュージーラ

ンドの場合、挨拶回りの代わりに会社がラジオとか新聞などを使って広告します。

　最後に三つめの挨拶についてですが、私自身、この挨拶が一番面白いと思いました。例えば、皆さんはスーパー

に行って知り合いが居たら何と挨拶しますか、多分多くの人が「お買い物？」と言うと思います。どう考えても当

たり前のことを聞いています。これはスーパーだけじゃなくて、日本人はどうも当たり前のことを使って挨拶する

ことがあります。

　もう一つの例をあげると、何週間か前に私は、サーフィンをするつもりで海に行きました。そして、ウエットスー

ツに着替えてサーフボードを持って海に入ろうとした時に友達に会いました。その時＼私の友達は何と挨拶したと

思いますか？

　彼は、「今から入るの？」と挨拶してきました。私もこれにはとてもおかしくて思わず笑ってしまいました。

　こういう挨拶は、悪いことではないと思いますが、ニュージーランドではあり得ない挨拶なのでとても不思議で

す。もちろん、挨拶をしないよりしたほうが良いと私も思います。

　最後に外国人として日本人の会議前の挨拶がもう少し短かったら非常に嬉しいのですが、そうもいかないようで

す。

　しかしこのような文化の違いがなくなってしまうのも面白くないのでしょうね。
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▲かぶと虫の幼虫

　田野稲葉野の

谷口元樹くん（6歳）

父：谷口　覚　さん

母：　加奈枝さん
○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう　ゼリー

O好きな遊びは何ですか？

　ピーストウォースニっこ

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　虫取り

働
・導

灘轟
～

レ
お
父
さ
ん
の
か
お

藁
；
曹
鳳
幸
二
二
二
曹
寺
＾
曹
・
幸
・
曹
・
幸
・
曹
幸
幸
壱
尋
引
導
寺
判
尋
母
寺
羅
馬
寺
・
三
条
菅
寺
寺
寺
寺
幸
骨
身
寺
条
条
条
条
条
条
寺
壱
尋
条
条
菅
条

ぬ　　　

街槽舌翼

長川漁協が

　うなぎを放流

4月23日（金）

　耳川漁業協同組合（会長

池田保さん）では、今年もう

なぎ52Kg（約5200匹）を

耳川・坪谷川（支流含）など

町内4カ所に放流しまし
た。

　この日はあいにく雨天の

中での放流となりましが、

各放流ポイントで、組合員

の人たちは手際よく、うな

ぎを放流していました。

▲うなぎの放流の様子

駐
在
所
だ
よ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　ρφ　　　　　　　　　　　　　一　　ψ　　　　　　　　　　　　ひ　　　一　　　　　　　　　　φ　　o　　　　　　　　　oひ　　　　　　　　ψ一ひ　　　　　　　o“9　　　　　　9ひ　　　　　一ψ伊　　　　・ひ。　　　ρひ　　ψψφ　9φ■9φ

入
郷
地
区
の
交
通
事
故

東
郷
町
で
は
4
1
件
発
生

　
　
　
　
　
　
（
4
月
末
現
在
）

　
本
年
1
月
か
ら
4
月
末
ま
で
の
入

郷
地
区
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

別
表
の
と
お
り
で
、
東
郷
町
内
で
は

人
身
事
故
が
7
件
、
物
損
事
故
が
3
4

件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
昨
年
の
発
生
状
況
と
比
較

し
て
み
る
と
物
損
事
故
は
ほ
ぼ
同
数

で
す
が
、
人
身
事
故
が
6
件
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
年
は
、
東

郷
町
で
人
身
事
故
が
大
幅
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
事
故
に

な
っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
ま
た
、
日
向
警
察
所
管
内
の
交
通

事
故
は
、
平
成
1
1
年
4
月
2
9
日
現
在

で
、
人
身
事
故
発
生
鵬
件
、
死
者
4

名
、
負
傷
者
伽
名
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
に
比
べ
発
生
で
1
7
件
、
死
者
で
3

名
、
負
傷
者
で
3
3
名
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
全
体
的
に
大
幅
な
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
梅
雨
時
期
を
控
え
て
、
雨
の
多
く

な
る
こ
れ
か
ら
時
期
は
、
「
視
界
不

良
」
や
「
速
度
の
出
し
す
ぎ
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
」
な
ど
、
重
大
事
故
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

①
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。

②
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
す
。

③
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る
。

④
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全

を
守
る
。

⑤
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
な
ど
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
特

に
雨
の
日
は
い
つ
も
よ
り
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。

郡内の事故発生状況

町　名 人身 死者 重傷 軽傷 物損

東郷町 7 0 0 8 34

南郷村 2 0 0 2 11

西郷村 1 0 4 1 15

北郷村 0 0 0 0 3

諸塚村 1 0 0 2 10

椎葉村 1 0 1 1 11

合　計
12 0 5 14 84

町
交
通
指
導
員
に

　
井
上
敬
治
さ
ん

　
　
（
小
野
田
）
を
任
命

　
5
月
1
日
付
で
、
本
町
交
通
指
導

員
に
小
野
田
の
井
上
敬
治
さ
ん
を
任

命
し
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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長
寿
社
会
対
策

　
　
指
定
を
受
け
る

　
本
町
は
今
年
も
宮
崎
県
警
察
が
推

進
し
て
い
る
「
長
寿
社
会
対
策
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
長
寿
社
会
対
策
パ
イ
ロ
ッ

ト
地
区
」
設
定
の
趣
旨
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
地
区
を
指
定
し
、
警
察

が
関
係
機
関
団
体
と
協
力
し
て
高
齢

者
の
保
護
の
推
進
と
社
会
参
加
活
動

の
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
安
全
確
保
に
寄
与
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
東
郷
町
で
は
昨
年
、
住
み
よ
い
長

寿
社
会
を
め
ざ
す
”
「
東
郷
町
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
推
進
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
の
地
区
指
定

書
の
交
付
式
が
去
る
4
月
2
0
日
に
東

郷
町
役
場
で
実
施
さ
れ
、
日
向
警
察

署
長
か
ら
推
進
協
議
会
会
長
（
東
郷

町
長
）
に
対
し
て
指
定
書
が
交
付
さ

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

（
平
成
1
1
年
度
）

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
長
寿
社
会
対
策
パ
イ
ロ
ッ

ト
地
区
指
定
を
機
会
に
、
さ
ら
に
高

齢
者
の
保
護
や
社
会
参
加
活
動
を
中

心
と
し
た
各
種
行
事
な
ど
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
「
さ
ら
に
高

齢
者
が
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
東

郷
町
」
を
築
く
た
め
に
町
民
の
み
な

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
　
謬
、

幽

か轟 @　　　　　　　』■圃圃■■

　▲指定書の交付式

《
俗
《
お
知
ら
せ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
》
》

年
金
積
立
金
還
元
融
資

　
事
業
の
お
知
ら
せ

　
平
成
1
0
年
度
の
厚
生
年
金
・
国
民

年
金
積
立
金
還
元
融
資
事
業
で
、
八

重
原
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
の
整
備

と
、
町
国
保
病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装

置
及
び
オ
ー
ト
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
（
自

動
現
像
機
）
を
購
入
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲町国保病院にあるレントゲン装置

　　　　介護保険制度解説⑩

第2号被保険者（40歳～64歳）の保険料

　第1号被保険者（65歳以上）の算定方法とは違い、加

入している医療保険の算定方法に基づいて決まります。

●被用者医療保険（健康保険・船員保険・共済組合）に

加入している場合

　各被用者医療保険の医療保険料の算定ルールによ
り、「月収」に定率をかけた金額が保険料になります。

つまり、保険料は給料に応じて、高くなったり低くなっ

たりします。また、保険料は事業主と折半で負担しあう

ことになっていますので、実際には算定された金額の
半分が給料から天引きされることになります。

　なお、専業主婦などの40歳以上の被扶養者には、直接

の保険料の負担はありません。これは、被保険者である

サラリーマン全体で、被扶養者の保険料相当分を負担

することになっているためです。

■サラリーマン個人が支払う保険料の目安

大企業のサラリーマン（組合健保）／月額1700円

中小企業のサラリーマン（政府管掌健保）／月額1300円

●国民健康保険に加入している場合

　各市町村の国民健康保険料（税）の算定ルールによ
り、所得や資産などに応じて、保険料が設定されます。

つまり、所得や資産に応じて、保険料は高くなったり低

くなったりします。また、保険料の半額の国庫負担があ

りますので、実際に支払うのは算定された金額の半分
を国民健康保険料（税）と一緒に支払うことになります。

　なお、世帯主が、40歳～64歳の世帯口分を納付するこ

とになります。

■自営業などを営む人が支払う保険料の目安

自営業者（国保）／月額1200円

※保険料は1995年度の価格です。

…　
け軸

……四…
齢

…

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

ふ
る
さ
と
の
日
向
の
山
の
荒
渓
の

流
れ
意
う
し
て
鮎
多
く
棲
み
き

　
東
郷
町
医
野
内
地
区
か
ら
坪
谷
及

び
南
郷
村
方
面
に
向
か
う
国
道
四
四

六
号
線
に
東
郷
大
橋
が
架
か
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
建
設
中
の
「
道
の
駅
」

側
の
欄
干
の
手
前
に
設
置
さ
れ
て
い

る
円
形
板
の
中
に
、
こ
の
歌
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
（
橋
の
竣
工
は
昭
和
六

十
三
年
十
月
）

　
牧
水
生
家
の
前
を
流
れ
る
坪
谷
川

に
は
鮎
が
多
く
棲
ん
で
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
宮
崎
県
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
に
在
職
中
の
伊
藤
一
彦

先
生
が
編
集
・
解
説
の
若
山
牧
水
選

集
「
郷
里
の
山
河
」
に
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。
「
夏
休
み
の
ひ
と
月

の
間
を
ば
殆
ど
毎
日
釣
り
を
し
て
過

ご
し
た
。
父
も
釣
り
が
好
き
で
、
よ
く

一
緒
に
出
か
け
て
い
っ
た
。
た
だ
、
父

の
釣
り
は
あ
ゆ
釣
り
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
好
き
な
割
に
は
下
手
で
、
却
っ
て

子
供
の
わ
た
し
の
方
が
い
つ
も
多
く

釣
っ
て
い
た
。
」

　
こ
の
歌
は
「
鮎
つ
り
の
思
い
で
」
と

い
う
連
作
の
中
の
一
首
で
、
第
十
五

歌
集
『
黒
松
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

都
甲
欣
　
一

す
。
こ
の
歌
は
昭
和
二
年
、
牧
水
が
四

十
二
歳
（
死
の
前
年
に
あ
た
る
）
の
と

き
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
人
生
の
終
わ

り
に
あ
た
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の
川
で

鮎
つ
り
を
楽
し
ん
だ
少
年
時
代
を
な

つ
か
し
く
思
い
お
こ
し
て
の
作
品
で

あ
り
ま
す
。
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ

り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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公
民
館
対
抗

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ン》i》〉

▽
日
時
　
6
月
2
0
日
㈲
、
8
時
開
会

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
ほ
か

※
町
二
一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
兼

ね
る町

消
防
操
法
大
会

▽
日
時

▽
場
所

6
月
2
7
日
（
日
）

午
前
8
時
半
開
会

牧
水
公
園
駐
車
場

母
子
家
庭
医
療
費

　
　
　
　
　
　
助
成
制
度

　
　
ヨ

　
　
　
　
　
母
子
家
庭
で
あ
っ
て
、
2
0
歳
未
満

　
　
シ
の
児
童
を
扶
養
し
三
る
配
偶
者
の

難　

D
難

フ
詳
し
く
は
、
や
す
・
ぎ
館
保
籍

　
　
　
　
祉
課
福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《（イン
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
満
4
歳
に
な
る
月
ま
で
の
乳
幼
児

　
　
　
に
対
し
て
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
▽
助
成
対
象
　
入
院
ま
た
は
入
院

《　　
　
外
、
歯
科
診
療
で
す
。

　
　
　
▽
助
成
額
　
一
ヶ
月
の
保
険
療

　
　
　
養
費
全
額
で
す
。

　
　
　
▽
申
請
方
法
　
医
療
機
関
、
調
剤
薬

局
で
申
請
書
に
証
明
を
も
ら
い
提
出

し
て
下
さ
い
。

　
そ
の
他
、
保
険
適
用
外
の
医
療
費

は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
公
的
助
成

や
勤
務
先
か
ら
の
医
療
助
成
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
額
を
差
し
引
い
て
助

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
や
す
ら
ぎ
館
保
健
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

児
　
童
　
手
　
当

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

て
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健

全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

☆
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は

　
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
前
年
（
1
月
か
ら
5
月
ま
で

は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
未
満

の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
請
求
の
方
法
は

　
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支

給
は
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

☆
児
童
手
当
現
況
届
と
は

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
毎

年
六
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
で
す
。
こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1

日
差
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い

と
6
月
分
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員
採
用
m
種
試
験

（
高
卒
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　
人
事
院
で
は
一
般
官
署
、
郵
便

局
、
税
務
署
等
の
初
級
係
員
を
採
用

す
る
た
め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
目
郵
政
区
分

は
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
、
税
務
区
分

は
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
）
～
昭
和
5
7

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
。

【
申
込
受
付
機
関
】

　
平
成
1
1
年
6
月
2
3
日
（
水
）
～
平

成
1
1
年
6
月
3
0
日
（
水
）

【
第
1
次
試
験
日
】

　
平
成
1
1
年
9
月
5
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
事
院
九
州
事
務
局
報
2
課
試
験
係

　
　
　
ヨ

　
〒
躍
，
㎜
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
－
1
1
－
1

　
T
E
L
O
9
2
－
4
3
1
－
8
1
7

3
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

【
申
込
用
紙
の
請
求
方
法
】

　
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
角
形

2
号
の
封
筒
に
㎜
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
先
（
郵
便
番
号
も
）
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
、
表
の
封
筒
に
『
m
種

請
求
』
と
朱
書
き
し
て
、
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
送
付
し
て
下
さ
い
。

細
島
灯
台
一
般
公
開

　
7
月
2
0
日
は
国
民
の
祝
日
「
海
の
口
」
で

す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
第
十
管
区
海
上
保

安
本
部
細
島
港
路
標
識
事
務
所
で
は
、
日
向

市
細
島
の
「
灯
台
」
等
の
施
設
を
7
月
2
0
日

（
月
）
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
】
般

公
開
し
ま
す
。

　
灯
台
ま
で
の
交
通
手
段
は
自
家
用
車
、
市

内
バ
ス
等
が
利
用
で
き
ま
す
。

▽
自
家
用
車
馬
ヶ
背
駐
車
場
よ
り
徒
歩
4

分▽
市
内
バ
ス
東
細
島
バ
ス
停
よ
り
約
1
㎞

　
　
款
秒
壽
　
図
書

　
　
　
　
　
・
～
「
　
　
だ
よ
り

新
刊
案
内

☆
三
国
志
　
　
　
　
北
方
謙
三
著

☆
い
じ
め
な
い
い
じ
め
ら
れ
な
い

い
じ
め
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
著

☆
図
解
や
さ
し
い
花
づ
く
り
入
門

　
こ
の
他
た
く
さ
ん
本
を
揃
え
て
い

ま
す
が
、
町
の
図
書
館
に
な
い
場
合

は
県
立
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
6
月
1
4
日
（
月
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
　
　
一
期

国
民
健
康
保
険
税
二
期

無
事a

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
5
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

鶴
野
内
の
山
本
和
利
さ
ん
か
ら

（
勇
太
郎
さ
ん
・
7
7
歳
逝
去
）

◎
日
向
市
の
森
谷
太
三
男
さ
ん
か
ら

（
松
田
梅
子
さ
ん
・
7
4
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
迫
野
内
の
吉
田
稲
穂
さ
ん
、
黒
木

信
代
さ
ん
、
田
野
の
黒
田
忠
義
さ
ん

か
ら
快
気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
、
．
．

●

　
　
（
四
月
届
出
分
）

婚
姻
お
幸
せ
に

（黒中

木村

氏

ユ道：
名

ミ史

小
野

日
向

住

田 市 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏

名

松
田
梅
子

年
齢

74

ﾎ

住
所

小
野
田

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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